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祝 第5回卒業証書授与式 
 ３月１１日（木）に第５回卒業証書授与式を挙行しました。今年の卒業式も昨年と同様に、感染症防止

の観点から、在校生の出席を見合わせることにしました。卒業生は、立派な姿で式に参加し、一人ひとり

が校長先生からしっかりと卒業証書を受け取りました。厳粛で清々しい卒業式を終え、卒業生は学び舎を

巣立っていきました。たくましく成長した我が子の様子を、感慨深い気持ちで見つめる保護者の皆さんの

姿が見られました。 

在校生送辞 
（中略） 皆さまは、どんなときも、常に私たちのよきお手本でした。部活動や生徒会活動な

ど、様々な活動を通して、心強い先輩として私たちをリードしてくださいました。              

  なかでも、皆さまとの一番の思い出は、夢太鼓です。今年度はコロナ禍により、練習が制限

され、練習のスタートも例年よりかなり遅くなりました。                                    

  そんな状況でも、ともに汗を流しながら、心を一つにし、太鼓の音も一つにしようと三年生

を中心に一生懸命に練習しました。皆さまが熱心に後輩に太鼓を教えておられる姿や、率先し

て行動される姿は、とても輝いて見えました。                                                

  運動会で今年度最初の太鼓演奏を披露するまでに残された時間はわずかしかなく、演奏を仕

上げることはとても困難でした。しかし、皆さまがいつも私たちのお手本となり、優しく導い

てくださいました。一つのことができるようになると、さらに上のレベルを目指して指導して

くださる皆さまの真剣な姿を忘れることはできません。                                          

  サポート隊として太鼓のメンテナンスや私たちの水分補給の準備など、縁の下の力持ちとし

て私たちを支えてくださった先輩がたの姿も忘れることはできません。（中略）                

  思えば、私たちは、いつも皆さまの背中を追いかけていたように思います。今、皆さまとの

お別れを目の前にし、言いようのないさみしさがこみ上げてきます。大好きだった皆さまから

いただいた優しさや笑顔、自ら率先して動く精神を今度は私たちが後輩に伝えていきます。そ

して厚東川中学校の伝統を守り、受け継いでいきたいと思います。 

在校生の送辞および卒業生の答辞の一部を紹介します。 



４月行事予定 

日 曜 行 事 予 定 

 1 木 着任式 

 2 金 企画会議 

 3 土   

 4 日 小野桜まつり(中止) 

 5 月 部活中止 職員会議 

 6 火 職員会議  

 7 水   

 8 木 着任式 始業式 入学式 2･3年生昼食持参 

 9 金 
給食開始 交通指導 教科書配布  

部活動紹介 集団下校 職員会議（全体） 

10 土   

11 日   

12 月 
成長測定 学級役員任命式 専門委員会 

部活動あり 

13 火 職員会議（研修） ノー部活動デー  

14 水  

15 木 生徒集会 

16 金 市小・中教研(川上小・中) 

17 土 市春季体育大会１日目 

18 日 市春季体育大会２日目 

19 月 自転車教室 ノー部活動デー  

20 火 懇談会 

21 水 懇談会 

22 木 懇談会 第１回学校運営協議会18:30～ 

23 金 第１回PTA執行委員会19:00～ 

24 土   

25 日   

26 月 1,2年 県確認問題 耳鼻科検診PM 

27 火   

28 水 ノー部活動デー 心電図検診（1年生） 

29 木 昭和の日 県中学校西部地区卓球大会 

30 金 
情報モラル研修会 PTA総会 学級懇談会  

部活動懇談会 テスト範囲発表 

卒業生答辞 
 

（中略）「感謝の気持ちを力に変えて」をモッ

トーに必死で練習した夢太鼓。私たちは、たくさ

んの場所で、たくさんの人へ、勇気や希望を与え

ることができました。本来なら、昨年の夏、全国

中学校総合文化祭で演奏する予定でしたが、この

ご時世、私たちの願いは叶うことはありませんで

した。それでも、私たちは、夢太鼓の伝統を途絶

えさせてはいけないという強い使命感をもって、

後輩たちへの指導を続けました。大切な仲間たち

と心を一つにし、夢太鼓の伝統をつなぐことに携

われ、深い感動を覚えたことは、一生忘れませ

ん。                 

（中略）そして今日は、残念ながら出席できな

かった在校生への思いを述べたいと思います。在

校生の皆さん、いよいよお別れです。みなさんと

過ごしたかけがえのない日々がよみがえってきま

す。運動会や文化祭、太鼓活動などを成し遂げる

ことができたのは、皆さんの優しいサポートが

あったおかげです。普段の学校生活でも、気軽に

話しかけてくれ、楽しい会話ができたこともよい

思い出です。これからも、少人数だからこそ、生

徒全員が団結して、一つひとつの行事に全力で取

り組み、厚東川中学校ならではの伝統をしっかり

受け継いでいってほしいと思います。ときには、

大きな壁にぶち当たることもあるでしょう。そん

なときは、周りを見渡してください。大丈夫、皆

さんには信頼できる仲間がいます。そんな仲間と

ともに、厚東川中学校をより素晴らしい学校にし

てください。                

（中略）現在、自然災害、刻々と変化する社会情

勢への対応、世界各地でのテロ・紛争等、社会は

多くの課題を抱えています。しかし、未来は創る

ことができます。そして、その担い手は２１世紀

に中心となって活躍する私たちです。私たちの英

知と勇気で未来を創りましょう。 

 全校生徒で取り組む「厚東川中夢太鼓」は、本校の生徒にとっ

て何物にも代えがたい３年間の学校生活を貫く支柱のような活動

です。生徒は太鼓活動とともに成長し、太鼓活動を通して連帯感

や成就感を得ると同時に、自信につなげています。                       

 コロナ収束後には、再び、地域の皆様の前で夢太鼓を披露し、

中学生の笑顔と元気を地域に届けていきたいと思います。                                 

 令和２年度もまもなく終わります。保護者や地域の皆様には、

この１年間、様々な場面で大変お世話になりました。深く感謝い

たします。令和３年度も引き続き、よろしくお願いいたします。

（校長 梅津 麻由美） 


